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◇
開

催
場

所
；

阿
須

賀
神

社
境

内
・

阿
須

賀
会

館
 

◇
参

加
者

；
招

待
者

；
東

 
眞

澄
、

山
上

皓
一

郎
。

 

 
 

 
 

 
玉

岡
憲

明
・

明
、

玉
置

平
八

郎
、

山
上

昌
子

、
豊

嶋
 

寛
、

 

橋
本

 
梓

、
川

島
 

功
、
木

下
嘉

彦
、
前

田
 

正
、
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、

大
江

加
予

子
・

徳
子

、
 

畑
林

秀
味

・
清

子
、

根
木

俊
明

、
松

本
 

良
・

邦
子

、
 

児
嶋

道
夫

、
中

前
 

偉
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

樋
口

義
也

、
 

高
階

鈴
子

・
美

根
子

、
竹

中
卓

治
、

奥
村

順
夫

、
舟

瀬
 

蔀
 

三
井

幹
雄

、
青

木
宏

充
、

梶
野

照
雄

、
五

鬼
助

義
之

夫
妻

、
 

森
 

奈
良

好
。
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今
年

は
、
東

さ
ん

の
卒

寿
、
山

上
さ

ん
の

米
寿

の
年

で
あ

り
、
そ
の

慶
祝

を
ど

う
す

る
か

と
考

え
て

来
た

。
昨

年
、
社

会
貢

献
者

賞
の

受
賞

報
告

会
と

忘
年

会
を

兼
ね

て
阿

須
賀

会
館

で
行

っ
た

事
も

あ
り

、
今

年
も

こ
れ

か
と

１

２
月

２
日

の
同

会
館

開
催

を
決

め
た

。
 

１
１

月
の

始
め

に
会

員
皆

さ
ん

に
案

内
状

の
発

送
。
東
・
山

上
両

氏
に

つ

い
て

は
、
新

宮
山

彦
の

大
番

頭
、
又

飛
車

角
と

し
て

長
年

新
宮

山
彦

を
、
又

玉
岡

代
表

を
支

え
て

こ
ら

れ
た

こ
と

は
、
百

も
承

知
の

こ
と

で
、
又

玉
岡

さ

ん
も

出
席

に
前

向
き

と
案

内
し

た
事

も
あ

っ
て

か
、
大

半
の

皆
さ

ん
が

早
々

に
出

席
す

る
旨

の
連

絡
を

頂
い

た
。

 

大
阪

か
ら

三
井

、
梶

野
、
青

木
の

３
氏

に
加

え
、
五

鬼
助

夫
妻

、
森

 
奈

良
好

君
の

参
加

申
し

出
も

あ
っ

て
、
予

想
を

超
え

る
３

８
名

の
参

加
と

な
り

段
取

り
を

整
え

た
。

 

当
日

、
大

江
さ

ん
と

徳
子

ち
ゃ

ん
、
畑
林

さ
ん

濱
野

君
と

沖
﨑

が
、
早

目

に
出

向
き

テ
ー

ブ
ル

と
椅

子
の

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ
や
配
膳

な
ど
準
備

を
し

た
。
 

１
７
時
過
ぎ

に
は

、
玉

岡
さ

ん
も
到
着

、
久

し
振

り
に

９
２
歳

の
玉

岡
さ

ん
に

会
っ

た
方

も
い

て
、
お
元
気

な
姿

に
話
や
挨
拶

も
は
ず

ん
で

い
た

。
 

定
刻

１
７
時

３
０
分

に
な

り
、
少

し
遅

れ
る

梶
野

君
を
残

し
集
合
写
真

を

撮
る

。
撮
影

を
山

上
さ

ん
に
お
願

い
し

た
が

、
タ
イ
マ

ー
押

し
て

か
ら
自

席

に
戻

る
の

が
大
変

・
・

・
・

本
当

に
撮
影
ご
苦
労

さ
ん

。
 

全
員

が
席

に
着

き
、
沖

﨑
か

ら
開

会
の
辞

と
宣
言

の
あ

と
、
川

島
世
話
人

代
表

か
ら

卒
寿

の
東

さ
ん

、
米

寿
の

山
上

さ
ん

に
「

い
つ
ま

で
も
お
元
気

で
」

と
記
念
品

( 商
品
券

三
万
円

) を
、

大
江

徳
子

・
上

村
和

美
さ

ん
か

ら
花
束

が

贈
呈

さ
れ

た
。

 

お
二
人

を
代

表
し

て
東

さ
ん

が
謝
辞

を
述
べ

ら
れ

た
。
戦

中
戦
後

の
大
変

な
時

の
こ

と
が
強
く

頭
に

あ
る
様

で
、
そ

の
経
験

と
今
後

の
活
動

に
対

し
て

も
エ

ー
ル

を
い

た
だ

い
た

。
 

 
 

 
 

 

慶
祝

者
に

花
束

贈
呈

 
 

 
慶

祝
者

ご
挨

拶
 

 
 

 
玉

岡
顧

問
・

乾
杯

発
声

 

 

続
い

て
代

表
か

ら
｢
行
仙
宿

の
役

行
者
座
像

の
開
眼
供
養
法
要

、
Ｊ
Ａ
Ｃ

と
の
交
流
懇
親

会
、
行
仙
宿

で
東

大
生
・
教
授
等

の
体
験
学
習

、
残
念

な
が

ら
行
仙
宿

～
上
葛

川
間

で
行
方
不

明
の
遭
難

が
あ

り
、
数
次

の
捜
索
活
動

を

実
施

し
た

が
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

台
風

２
１
号

の
被
害

に
遭
わ

れ
た
方

々
に

は
、
心
よ

り
お
見
舞

い
申

し
上

げ
ま

す
。
こ

の
台
風

に
よ

り
大

日
岳
・
大

日
如

来
座
像

が
台
座

か
ら
転
落

し

被
害
調
査

と
復
旧

、
玉

置
辻

～
七
越
峰
間

の
通

行
止

め
が
継
続

さ
れ

て
お

り
、

現
地
確
認

と
倒

木
処
理
等

の
点
検
巡
視

を
行

い
通

行
止

め
解
除

に
な

っ
た

。
 



 2 

南
奥
駈

道
に

は
、
台
風

に
よ

り
例

年
以

上
に
倒

木
等

が
予

想
さ

れ
、
来
春

の
点
検
巡
視

に
は

、
皆
様
方

の
一
層

の
ご

支
援
・
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

す
」

旨
の
挨
拶

が
あ

り
、

玉
岡
顧
問

の
乾
杯

発
声

で
祝
宴

・
懇
親

と
な

る
。

 

尚
、
椎

木
さ

ん
か

ら
頂

い
た
餅

米
を
赤
飯

に
し

、
膳

と
持
帰

り
パ

ッ
ク

に
。
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

し
ば

ら
く

し
て

、
川

島
代

表
よ

り
 

・・ ・・
世
話
人

と
し

て
、
児

嶋
、
濱

野
、
中

前
、
梶

野
の
四

氏
を
選
任

し
た

い
。

 

・・ ・・
代

表
世
話
人

を
来

年
度
末

( 平
成

３
０

年
) 迄

に
、

沖
﨑

氏
へ
バ
ト

ン
タ

ッ
チ

す
る

。
と

の
表

明
が

あ
つ

た
。

 

本
席

は
、
総

会
も

兼
ね

て
お

り
、
皆

さ
ん

の
拍
手

で
承
認

を
頂

き
、
新
世

話
人
四

氏
が
登
壇

し
挨
拶

さ
れ

た
。

 

 
 

 
 

新
任

世
話

人
 

 
 

 
ご

活
躍

頂
い

た
名

コ
ン

ビ
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輪
に

な
っ

て
炭

坑
節

を
踊

る
 

 順
次
宴

も
た
け

な
わ

と
な

っ
て

来
た

が
、
１

９
時

半
過
ぎ

に
、
玉

岡
明

君

か
ら
親
父

の
体
調
面

か
ら

中
座

す
る

と
の
挨
拶

が
あ

っ
て

、
持
帰

ら
れ

る
食

膳
を
包
装

し
か
け

る
と

、
じ

ゃ
ー

あ
私

も
と
帰

り
支
度

を
始

め
ら

れ
る
方

も

あ
り

、
玉

岡
さ

ん
が

中
座

さ
れ

た
後

も
落

ち
着

か
ず

、
あ
わ

て
て
炭
坑
節

を

ラ
ジ
カ

セ
で

か
け
踊

り
に

か
か

る
も

、
今

い
ち
盛

上
が

ら
ず

２
０
時
過
ぎ

に
、

ず
る
ず

る
と
終
幕

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

昔
の
様

に
、
み

ん
な
若

い
時

の
様

に
、
長
時
間
飲

め
や
歌

え
や

の
大
騒
ぎ

は
昔

の
様

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
か

、
無
理

の
な

い
こ

と
か

・
・

・
・

。
 

沖
﨑

の
音

頭
で
万
歳

三
唱
！

で
終
宴

に
す

る
。

 

翌
日

、
嫁

さ
ん

も
言

っ
て

い
た

が
「
ビ

ー
ル

も
酒

も
あ
ま

り
飲

ん
で

い
な

い
で

ー
」

と
、
酒
量

も
併
せ

さ
み

し
い

状
態
だ

。
 

 
最
後

に
、
遠
路

参
加

の
方

、
差
入

れ
、
御

祝
儀

を
頂

い
た
方

々
、
手
伝

い

頂
い

た
皆
様

に
厚
く
お
礼

申
し

上
げ
ま

す
。

 

  
 
御
祝
儀

御
祝
儀

御
祝
儀

御
祝
儀
・・ ・・
差
入

差
入

差
入

差
入
れれ れれ
 

 
・・ ・・
３
万
円
；

山
上

皓
一

郎
。

 
 

 
・・ ・・
２
万

１
千
円

；
五

鬼
助

義
之

。
 

・・ ・・
一
万
円

；
東

 
真

澄
、

木
下

嘉
彦

、
松

本
 

良
、

今
野
孝
祐

。
 

・・ ・・
五

千
円

；
三

井
幹

雄
、

川
島

 
功

。
 

・・ ・・
清
酒
；
東
真

澄
・
山

上
皓

一
郎

( ５
升

) 、
清
水
料
理
店

( 熊
野

三
山

１
升

) 、
 

三
井

幹
雄

( 雪
彦

山
４
合

) 。
 

 
 
・・ ・・
餅

米
1
0
㎏

；
椎

木
 
尭

。
 

・・ ・・
大
瓶
ビ

ー
ル

(2
0
本

) ；
大

江
加

予
子

、
濱

野
兼

吉
。

 

 
・・ ・・
焼

酎
４
合

×
４

本
；

大
川
酒
店

。
 

 

 
・・ ・・

虎
巻

５
本

；
海

山
グ

ル
ー

フ
。

 
・・ ・・
落

鮎
( 約

8
0
匹

) ；
中

前
 

偉
。
 

 
・・ ・・
さ

ん
ま
寿

司
と

富
有

柿
( 各

2
0
) ；

大
江

加
予

子
。

 
 

 
・・ ・・
黄

キ
ウ
イ

(1
0
ヶ

×
2
5
袋

) ；
川

島
 

功
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
    
 

( 記
；

沖
﨑

。
写
真

；
山

上
・

梶
野

・
川

島
) 


